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おかげさまで創業 70 周年 感謝の意を込めて ! !  

今注目される「人的資本経営」とは 
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企業価値向上につながる「人的資本経営」 
 

近年、第 4 次産業革命などによる産業構造の急激な変化、少子高齢化社会や人生 100 年時代の

到来、コロナ禍における個人の意識の変化など企業を取り巻く環境は大きく変化しています。そ

れに伴い、企業における人材に対する考え方や価値観も変容しています。こうした中、人材を

「資源」ではなく「資本」と捉え、その価値を最大限に引き出し、中長期的な企業価値向上につ

なげる「人的資本経営」が注目されています。この経営手法は、人材の採用や育成などをコスト

と捉えるのではなく、企業の成長に欠かせない投資の一環であると考え、目まぐるしく環境が変

化する現代において持続的に企業価値を高めていくために必要な概念です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 かつて経営の神様である松下幸之助翁は、「企業は人なり」「人材こそ最大の財産」という言葉

を残されました。言うまでもなく企業や組織を運営していくためには社員（ヒト）は不可欠な存

在です。企業成長の根幹は人であり、人材の育成に注力することは企業の発展には欠かせないも

のです。人的資本経営を実践し、人材を「資本」と捉え、社員の成長や能力を最大限に発揮して

もらうことこそ幸之助翁が言う「企業は人なり」だと私は思います。当社としましても、右の第

71 期スローガン、‟ 打つ手は無限！ 自ら風をつくる 価値の創造を ! ! ”の通り、社員一人ひとりの

主体性を大切に、働きがいのある職場づくりに努めて参ります。 
 
創業 70 周年感謝の意を込めて ! ! 
 
 当社は、昭和 28 年 4 月に創業し、71 期に入り、おかげさまで 70 周年を迎えることができまし

た。これもひとえにお得意先様、仕入先様をはじめ多くの皆様方の温かいご支援の賜物と、厚く

感謝申し上げます。今期は、周年企画として、仕入先様のお力もお借りして、70 周年記念セール

など各種の記念事業を準備しております。これまでの感謝の意を込めて、又、創業時の気持ちを

持って、これからも皆様と共に邁進していく所存です。そして、71 期を再創業、再構築の期とし、

全社員心を新たにし、皆様方の御要望に応えられる企業となれるよう尽力して参りますので益々

のご愛顧の程お願い申し上げます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

≪人的資本経営に必要な 5 つの要素≫ 
 

１）動的な人材ポートフォリオの策定と運用  
⇒ 経営戦略の実現に向けて必要な人材の要件を定義し、人材の採用や配置、育成を 

戦略的に進める。 
 

２）知・経験のダイバーシティ（多様化）＆インクルージョン（一体性） 
⇒ 専門性や経験、感性、価値観といった知識や経験の多様化に取組む。 

多様な人材の獲得に加え、社員の多様な能力が発揮できる環境を整える。 
 

３） リスキル（新たな能力や技術の習得）・学び直し 
⇒ 人的資本経営に取り組むうえでは、各人材のスキルや能力についても配慮が必要。 

   生産性向上や新しい価値提供のために、人材に新しいスキルや能力を学ばせる。 
 

４） 社員エンゲージメント（信頼や貢献意欲） 
⇒ 経営戦略の実現に向けて社員が能力を十分に発揮するためには、社員がやりがいを感 

じ、主体的に業務に取組める環境を整備する。 
 

５）時間や場所に囚われない働き方 
⇒ 人材が安心して働ける環境を提供し、より集中して効率的に仕事に取り組めるように 

する必要がある。 
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